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（1
極板間の移動中は、一定の力e Eをり方向に受けて
運動するので、り方向は等加速度運動となる。
一方で北方向は力を受けないので、等速運動となる。
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運動方程式より
m a = e E

- a =た （り軸、正向
等加速度運動の式x=Uott½at2より
y,=O+士。Em t 2

x方向の運動よりヒを求めると
七ニで

これを代入して

りに t . E . t t
= まきながいなん
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（2）
（イ）水方向は等速運動なので

ひx=シー
（ウ 9方向は等加速度運動の式ひこひ。tatより

U g = 0 t m e t
ただを代入して

ひy=E、d
=mid-may,
ウ

（3
極板間を通過した後は、力を受けないので、
等速直線運動となる。

ひyこひc=Y2こLo!
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三角形の相似より

.・. リュ=でたL

o f、一つ "いでy
（4

#

2 = ¼、と、
y=り、+y、なので
y=？だうに うだ

ん､ レ = がとはい


